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るプロジェクト活動を通じて把握している情報、2016 年度に同学科で開講中の計 12 のゼ
ミナール担当教員の情報、米国内にある昭和ボストン校のスチューデントサービス担当者
（講義以外の寮生活や学内外で行われる学生の活動を所管）の情報を総合した。 







































① 1年次あるいは 2年次のクラス委員（各クラス 2名選出、クラスの規模は 20人程度） 
② 3年次、4年次に開講のゼミナール（必修科目）のゼミ長： 
ゼミの規模は 5名から 20名程度まで多様である 


























































2年A サブ 自薦 学外 同年次 4（20）※1
2年B リーダー 自薦 学外 同年次 50～100※2
2年C リーダー 自薦 学内のみ 同年次 30
2年D リーダー 自薦 学内のみ 同年次 32
3年A リーダー 自薦 学外 同年次 5
3年B リーダー その他 学外 複数年次 10
3年C サブ・担当者 自薦 学外 複数年次 26
3年D サブ その他 学外 同年次 16
4年A リーダー 他薦 学内のみ 同年次 19
4年B サブ その他 学外 複数年次 20
4年C リーダー その他 学外 複数年次 20




















 表 2 は、各学生が従事した対象プロジェクトを通じて身についた能力や課題を発見でき
たか、課題解決に関する行動ができたかどうかについて、要約したマトリックス 8である。 
 
表 2 対象プロジェクトを通じて得た能力と課題解決行動について 
 




























































































































一方、学外の社会人が加わってイベントを行った 2年 A のケースでは、コミュニケーシ
ョンに加えて「物事を客観視」「自分の仕事以外でできることを見つける」とあるように、
チーム全体のパフォーマンスにも目が行くようになっている。3年、4年のうち「学内のみ、
同年次」は 4年 Aのみだが、同様にコミュニケーションという単語が発言に表れている。 



























































































































































 表 3 はリーダーシップに関する意見・評価のマトリックスである。④、⑤、⑥の発言は
対応関係 10にあり、かつ表 2 と同様に学生が従事したプロジェクト活動の類型別に特徴が
表れている。 
 まず、2年 C、Dと 4年 Aに注目する。この 3名のプロジェクトは「学内のみ、同年次」
である。3 名の中では 4 年 A の④に対する「全員同じ学生なので強制できない。フラット
的組織のマネジメント（ができる）。サーバントリーダーシップ 11」が象徴的と言える。2年
Cの④に関する発言を除けば、この 3名の④、⑥、⑧の発言は、学内の同年次の友人の中で
リーダーシップを取ることの難しさを反映していると思われる。2 年 D の④に対する「友
人に対して on・offできる人」という発言も、これを裏付けている。 
この傾向は、学外の組織が関係するものの学生メンバーは同年次だけだった 2 年 A、B、



































































































 最後に、本調査の項目のうち、大学の講義との関係について表 4 に示す。リーダーシ
ップ、マーケティングなど、講義で習った科目について「やってみないと分からない」が、
「百聞は一見にしかず」「実践で理解できた」とのプラス評価が多かった。講義では学べ
                                                   
13 斎藤他（2015）p132 
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